
平成25年
11月号

No.104

11

主な内容　p2-3平成24年度決算報告、p4姉妹都市交流、p6 長寿
のお祝い、p7スーパープレミアム商品券発行、p8市内保育所（園）
入所案内、p13稲敷市防災計画（案）パブリックコメント、ほか

表紙　10月3日宮本看護専門学
校の戴帽式の1コマ（関連記事
p21）



3　広報稲敷 平成25年11月号

繰入金　9億1,419万円（3.8％）
諸収入　6億4,852万円（2.7％）
地方譲与税　4億1,166万円（1.7％）
地方消費税交付金　4億3万円（1.7％）
その他　6億8,370万円（2.9％）

興
特
別
交
付
税
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
８
億
９
７
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
国
庫
支
出
金
は
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
に
係
る

公
立
学
校
施
設
整
備
負
担
金
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
事
業
に
係
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
等
の
増
加
に

よ
り
、
１
億
１
０
５
４
万
円
の
増
加
、
県
支
出
金
に
お
い
て

も
、
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の
増
額
に
よ
り
、

２
億
２
６
４
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
決
算
状
況

教
育
費
が
、被
災
し
た
市
内
各
教
育
施
設
の
応
急
復
旧
事
業・

補
修
事
業
の
終
了
と
、
公
有
財
産
購
入
費
の
減
少
、
設
計
費

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
が
２
３

８
億
９
２
９
万
円
、
歳
出
決
算
額
が
２
０
９
億
５
４
９
万
円

で
あ
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
４
億
８
２
１
７
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
24
億
２
１
６
２
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
決
算
額
は
11
億
６
１

１
６
万
円
の
増
、
歳
出
決
算
額
は
3
億
９
１
１
８
万
円
の
増

に
な
り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
る
規
模
と
な

り
ま
し
た
。（
１
万
円
未
満
を
切
捨
て
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、
合
計
額
や
構
成
比
率
な
ど
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　
歳
入
の
決
算
状
況

市
税
に
お
い
て
、
市
民
税（
６
５
９
９
万
円
増
）、
軽
自
動
車

税（
１
８
０
万
円
増
）、た
ば
こ
税（
84
万
円
増
）は
増
加
し
た

も
の
の
、固
定
資
産
税（
１
億
８
９
１
８
万
円
減
）に
つ
い
て

は
、
評
価
替
え
と
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
減
免
措
置
に
よ
り

減
収
が
大
き
く
影
響
し
た
た
め
、
全
体
で
１
億
２
０
５
４
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て
も
特
別
交
付
税
・
震
災
復

平成24年度　決算

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
、水
道

事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
平
成
25
年

第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決 
算 

報 

告

等
の
委
託
料
の
減
に
よ
る
小
学
校
施
設
維
持
管
理
費
の
減
少

が
あ
っ
た
も
の
の
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業
の

実
施（
４
校
）と
、新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
建
設
事
業
費
の

増
加
に
よ
り
７
億
８
４
２
５
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、災
害
復
旧
費
は
農
業
用
施
設
、道
路
橋
梁
・
上
水
道

施
設
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
３
億
５
４
３

５
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
土
木
費
は
東
日
本
大
震
災
市
道
応
急
復
旧
事
業
の

終
了
や
き
め
細
か
な
交
付
金
道
路
補
修
事
業
の
終
了
、
江
戸

崎
地
区
・
桜
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
公
園
整
備
事
業
の
終
了
な

ど
に
よ
る
経
費
減
少
に
よ
り
５
億
１
３
９
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

会計名
区　分

稲敷市決算　【特別会計】

稲敷市決算　【一般会計】

歳 入
238億929万円

　 地方交付税
73億2,622万円
　　（30.8％）

　 　市税
49億736万円
　　（20.6％）　 国庫支出金

23億8,067万円
　　（10％）

　 　市債
21億3,347万円
　　（9％）

　 　繰越金
21億3,381万円
　　（9％）

　 　県支出金
18億6,960万円
　　（7.9％）

歳入の「その他」は、ゴルフ場利用税交付金、
分担金及び負担金、使用料及び手数料、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、財産収入、
寄附金、利子割交付金、交通安全対策特別交
付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付
金です。

●
●

●

●
●

国民健康
保険

後期高齢
者医療

公平
委員会

農業集落
排水事業

公共下水
道事業 介護保険 浮島　

財産区
古渡　
財産区

基幹水利施
設管理事業

歳入決算額 64億
4,917万円

8億
7,416万円 22万円

4億
4,947万円

23億
3,384万円

30億
5,909万円 433万円 407万円

1億
2,939万円

歳出決算額 58億
6,824万円

8億
6,489万円 12万円

4億
2,672万円

22億
7,460万円

29億
1,803万円 399万円 342万円

1億
2,889万円

 実質赤字比率 該当なし
福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会
計などの赤字の程度を指標化し、財政運営
の深刻度を示すのが「実質赤字比率」です。
早期健全化基準（11.25〜15％）

 連結実質赤字比率 該当なし
特別会計や公営企業を含むすべての会計の
赤字や黒字を合算して、市全体としての赤
字の程度を指標化し、全会計の財政運営の
深刻度を示すのが「連結実質赤字比率」です。
早期健全化基準（16.25〜20％）

 実質公債費比率 8.5％
市の借入金にかかる元金および利息の支払
いにかかる経費の合計額が標準財政規模に
対してどのくらいの比率になっているかを
見るもので、資金繰りの危険度を示すのが

「実質公債費比率」です。
早期健全化基準（25％）

 将来負担比率 33.7％
市の借金や将来支払わなければならない負
担金などの残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す
のが「将来負担比率」です。
早期健全化基準（350％）

 資金不足比率 該当なし
公営企業の資金不足を、料金収入の規模と
比較して指標化し、経営状況の深刻度を示
すのが「資金不足比率」です。
経営健全化基準（20％）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

稲敷市水道事業 9億4,880万円 8億9,640万円 3億9,100万円 7億5,995万円

工業用水道事業 896万円 838万円 ー ー

平成24年度　決算

会計名
区　分

稲敷市決算　【一般会計】

稲敷市決算　【水道事業会計】

歳 出
209億549万円

　 　民生費
54億8,074万円
　　（26.2％）

　 教育費
31億2,133万円
　 （14.9％）

災害復旧費
19億5,299万円
　　（9.3％）

　　土木費
19億5,423万円
　　（9.3％）

　　総務費
18億8,375万円
　　（9％）

衛生費
17億2,420万円
　　（8.2％）

農林水産業費
10億9,148万円
　　（5.2％）

公債費
13億5,895万円
　　（6.5％）

消防費　11億973万円 （5.3％）
諸支出金　8億6,372万円 （4.1％）
その他　 3億6,433万円 （1.7％）

●

●

●

その他の内訳：
議会費　2億3,112万円（1.1％）
商工費　1億3,321万円（0.6％）

健全な本市の財政状況
本市の健全化判断比率と資金不足比率を算
定した結果、いずれの指標においても、早
期健全化団体となる基準値を下回りました。
　このことから、本市の財政状況は健全な
状態にありますが、より一層の財政健全化
を進めてまいります。

決算に基づく財政状況の指標
健全化判断比率と
資金不足比率を公表します。
市は、平成24年度の決算を基に、「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律（財政
健全化法）」の規定による健全化判断比率
と資金不足比率を公表します。
■問い合せ先：稲敷市財政課　☎ 029-
892-2000（内線2800）

区分 H23年度末現在高 H24年度中増減 H24年度末現在高
財政調整基金 21億2,145万円 49万円 21億2,194万円

減債基金 9億7,657万円 1億1,094万円 10億8,751万円
特定目的基金 72億7,581万円 6億9,177万円 79億6,758万円
定額運用基金 8億3,526万円 ▲6億5,493万円 1億8,033万円

合計 112億909万円 1億4,827万円 113億5,736万円

区分 H23年度末現在高 H24年度中増減 H24年度末現在高
一般会計債 168億9,342万円 10億1,839万円 179億1,181万円

（うち臨時財政対策債） 86億1,535万円 6億5,715万円 92億7,250万円
合併特例債 32億7,099万円 2億206万円 34億7,305万円

合計 201億6,441万円 12億2,045万円 213億8,486万円

一般会計積立金現在高

一般会計起債現在高
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平成25年度稲敷市親善大使（敬称略）
団　　　長：山本益実（阿波小学校校長）
親善随行員：山本彰治（姉妹都市交流委員会）
指　導　員：坂本久江（あずま東小）、大竹典子（江戸崎中）
団　　　員：山本ゆり恵、平山舞、丘野将基、内田彗介、篠田愛華、
小桺津瑠渚、長妻未留、清水穂香、筧佳華、髙木玲、 松本みほろ、古山
利高、有坂航、石井実玖、岡野彩衣、萩原優奈、貝瀬愛美、田中優花

第7回稲敷市親善大使
姉妹都市サーモンアームへ

〜 親善大使の11日間 〜
8月17日：成田出発
8月18日～ 23日：サーモンアーム近郊の各家庭でホームステイ
8月24日・25日：バンフ観光
8月26日：帰路へ
8月27日：成田到着

　
私
は
、
稲
敷
市
親
善
大
使
海
外

派
遣
団
の
一
員
と
し
て
、
カ
ナ
ダ

の
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
に
十
日
間

滞
在
し
て
き
ま
し
た
。海
外
に
行

く
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。心

の
中
は
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
優
し
さ
に
ふ
れ
、
毎
日
笑
顔
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。フ

リ
ー
デ
イ
に
は
、
動
物
園
や
ゴ
ー

カ
ー
ト
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
所
に
行
き
ま
し
た
。日

本
と
は
違
う
景
色
や
風
習
に
驚
く

こ
と
ば
か
り
で
す
。壮
大
な
山
々

や
、澄
ん
だ
湖
、自
宅
近
く
で
野
生

の
鹿
に
出
会
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

街
並
み
や
道
行
く
人
び
と
、
目
に

入
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
体
験
を
た
く
さ
ん

さ
せ
て
頂
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
海
外
で
の
生
活
で
、
英

語
も
上
手
に
は
話
せ
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

や
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
は
、
た
と

え
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
伝
わ
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
度
、
も
し
ま
た
こ
の
よ
う
な

機
会
に
恵
ま
れ
た
ら
、
私
は
も
っ

と
英
語
を
勉
強
し
、
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
た
り
、
日
本
の
国
や
文

化
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
相
手
の

こ
と
を
も
っ
と
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。そ
れ
は
、
お
互

い
に
言
葉
を
理
解
し
て
い
た
ら
、

も
っ
と
多
く
の
気
持
ち
や
考
え
方

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
有
で

き
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
体
験
は
私
の
一
生
の
宝
物

に
な
り
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

　
　
江
戸
崎
中
学
校
2
年

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
み
ほ
ろ

8月17日から27日までの11日間にわたり、市内の中高生18人と団長、指導員、親善随行員の

総勢22人が、稲敷市親善大使として姉妹都市サーモンアーム市（カナダ）へ派遣されました。22

人の親善大使たちは，雄大なカナダの自然の中ホームステイ等様々な経験を通じて、現地の青少

年との友好を深めてきました。

その報告を一部抜粋してご紹介します。

1. コロンビア大氷原　2. さよ
ならパーティー　3. アーテェ
リー　4. クッキー作り

1

2

4

3

＊＊＊ 男女共同参画社会を目指して ＊＊＊女
ひと
と男
ひと
の

　　　ハーモニー

　男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても幸せ
な社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハーモニー
を奏でながらともに歩んでいきましょう。
　今月号では、内閣府が公表した「男女共同参画社会に関
する世論調査」の主な結果についてご紹介します。

● 稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）
　　　　tel.029-892-2000（内線2406）

男女共同参画に関する意識

１ 男女の地位の平等感

２ 固定的性別役割分担意識＜夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである＞

社会全体で見た場合、男女の
地位について、69.8％が「男
性の方が優遇されている」と
考えています。
　男女別にみると、「男性の
方が優遇されている」と回答
した人は男性よりも女性に
多くなっています。

昭和54年調査では賛成が7
割を超えていましたが、平成
16年調査で初めて反対が賛
成を上回り、平成19年調査
では反対が5割を超えました。
　男性は平成21年調査で初
めて反対が賛成を上回りま
したが、平成24年度調査で
は再び賛成が反対を上回っ
ています。

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

平成　7年　7月調査（3,459人）

昭和54年　5月調査（8,239人）

平成14年　7月調査（3,561人）

平成16年11月調査（3,502人）

平成19年　8月調査（3,118人）

平成19年　8月調査（3,118人）

平成21年10月調査（3,240人）

平成24年10月調査（3,033人）

平成24年10月調査（3,033人）

女性（1,601人）

女性（1,601人）

男性（1,432人）

男性（1,432人）

男性の方が優遇されている
■ 男性の方が非常に優遇されている
■ どちらかと言えば男性の方が優遇されている
■ 平等

女性の方が優遇されている
■ どちらかと言えば女性の方が優遇されている
■ 女性の方が非常に優遇されている
■ わからない

■ 賛成　■ どちらかといえば賛成　■ わからない　■どちらかといえば反対　■ 反対

12.3 63.3 19.5

2.5 0.1
2.3

2.4

3.8

3.4

2.5

4.4

0.4

0.4

0.4

0.2

0.6

1.7

1.8

2.6

0.8

2.6
19.5

20.9

24.6

19.8

30.0

62.1

61.8

59.1

62.1

55.6

12.9

11.4

10.8

31.8 40.8 16.1
4.3

7.1

5.9

3.2

3.8

2.8

3.3

3.6

27.4 21.5

23.4

23.8

17.2

18.4

15.8

28.7

31.3

30.4

25.2

27.9

32.5

31.0

30.7

38.7

36.0

41.8

12.7

13.8

10.6

12.9

12.4

13.3

12.7

8.7

備考
内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」

（平成24年10月）より作成

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
☎029−892−2000（内線2601）
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〜100歳の方々に褒状と記念品を贈呈〜
今年、９人が100歳を迎えられます

市内には、今年100歳を迎えられる方が9人います。どの
方も元気で暮らしています。この度、100歳の方々に褒状
と記念品が贈呈されました。皆さん、市長からお祝いの品々
を手渡されとても嬉しそうでした。
　なお、変体カナは現代カナ表記にしてあります。
※ 写真はご了承された方のみ掲載しております。

▷ 

加
藤 

こ
う 
様（
江
戸
崎
甲
）

◁ 

宮
本 

よ
し 

様（
高
田
）

◁ 

根
本 
美
枝 
様（
手
賀
組
新
田
）

◁ 

浅
野 

丈
夫 

様（
上
須
田
）

▷ 

根
本 

二
郎 
様（
下
太
田
）

◁ 

飯
野 

勝
江 

様（
江
戸
崎
甲
）

根本 チヨ 様（西代）
髙島 こう 様（結佐）
大貫 あき 様（桑山）

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

を
発
行

あ
げ
餅
づ
く
り
体
験
教
室

　

の
お
知
ら
せ

稲
敷
市
お
よ
び
稲
敷
市
商
工
会

で
は
、 

低
迷
す
る
個
人
消
費
を

喚
起
し
、
消
費
者
の
生
活
支
援

と
消
費
購
買
力
の
流
出
防
止
、

市
内
各
事
業
所
の
売
上
向
上
と 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。

■ 

商
品
券
に
つ
い
て

１
万
１
５
０
０
円
分
の
商
品
券

（
１
０
０
０
円
券
×
10
枚
・
５

０
０
円
券
×
３
枚
）
を
、
１
万

円
で
販
売
し
ま
す
。た
だ
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
テ

ナ
ン
ト
含
む
）
や
ス
ー
パ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
店
で
利
用
出
来
る
の

は
、５
枚（
５
０
０
０
円
）に
限

り
ま
す
。地
元
中
小
店
・
事
業

所
で
は
全
て
利
用
可
能
で
す
。

▽
販
売
期
間
：
12
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
〜
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▽
販
売
場
所
：
稲
敷
市
商
工
会

本
所
お
よ
び
市
内
３
か
所

▽
販
売
数
：
６
０
０
０
セ
ッ
ト

（
お
一
人
様
３
セ
ッ
ト
ま
で
）

市
で
は
、
あ
げ
餅
に
よ
る
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
あ
げ
餅
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
各
家
庭

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
あ

げ
餅
作
り
の
文
化
を
次
世
代
へ

と
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
市

内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
、「
あ
げ
餅
づ
く

り
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
げ
餅
づ
く
り
を
一
か
ら
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

楽
し
い
体
験
教
室
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
販
売
対
象
：
稲
敷
市
に
在
住

ま
た
は
在
勤
、在
学
の
方

▽
使
用
期
間
：
12
月
１
日（
日
）

〜
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

▽
使
用
で
き
る
店
舗
：
商
工
会

に
取
扱
店
の
登
録
を
し
た
店
舗
、

事
業
所　

※ 

左
記
ノ
ボ
リ
が
目
印

【
対
象
者
】

市
内
の
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
で
、

計
２
回
の
体
験
教
室
に
参
加
で
き
る
方

※
保
護
者
は
、
ご
家
族
の
大
人
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

【
募
集
人
数
】

５
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

【
参
加
費
用
】

無
料

【
申
込
方
法
】

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、11
月
22
日（
金
）ま

で
に
企
画
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０

（
内
線
２
６
０
５
）

販売場所 販売数量
（セット）

稲敷市商工会 2,400
商工会

新利根支所（旧） 1,200
市役所桜川庁舎

１Ｆロビー 1,200
市役所東分庁舎

１Ｆロビー 1,200

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
０
３

http://w
w

w
.inashiki.or.jp

回　数 実　施　日 内　　　容 場　　所

第１回 平成25年12月8日（日）
午前10時～（半日程度）

餅つき・のし餅づくり
～臼杵を使って餅をつき、のし餅を作ります～ ふれあいセンター

第２回 平成26年1月26日（日）
午前10時～（半日程度）

あげ餅づくり
～干し餅を油で揚げ、あげ餅を作ります～ えどさき笑遊館

【体験教室の実施内容・スケジュール】

有効期限：平成25 年12月 1日 ～ 平成26年3月 31日

￥1,000￥1,000

有効期限：平成25 年12月 1日 ～ 平成26年3月 31日

￥500￥500
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市
内
保
育
所（
園
）の
入
所
案
内

　

平
成
26
年
４
月
入
所
の
申
込
み
受
付

市
内
の
各
公
私
立
保
育
所（
園
）

へ
の
入
所
申
込
み
を
受
付
け
ま

す
。

■ 

入
所
基
準

・
稲
敷
市
在
住
の
、
0
歳
児
か

ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童
。

・
保
護
者
や
同
居
の
親
族
等
が

就
労
、
病
気
、
出
産
ま
た
は
病

人
の
看
病
な
ど
を
す
る
た
め
、

家
庭
で
の
児
童
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
限
り
ま
す
。

■ 

申
込
方
法　

▽
受
付
期
間
：
12
月
２
日（
月
）

〜
12
月
13
日
（
金
） 

※
土
日
を

除
く
。 

▽
受
付
時
間
：
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

▽
受
付
場
所
：
各
総
合
窓
口
課

（
新
利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）

▽
申
込
書
類
：
11
月
１
日
以
降
、

各
総
合
窓
口
課
、
児
童
福
祉
課

で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、
稲
敷

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■ 

そ
の
他

・
入
所
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

２
月
上
旬
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

・
稲
敷
市
外
の
保
育
所（
園
）へ

の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
児
童

福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
途
中
（
５
月
1

日
以
降
毎
月
1
日
）
に
稲
敷
市

内
保
育
所
（
園
）
へ
の
入
所
を

保育所（園）名 住　所 問合せ先 定　員
市立認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 高田930-1 029-893-0840 200人

市立桜川保育所 古渡297-1 029-894-3703 70人
私立江戸崎保育園 江戸崎乙1258 029-892-2670 120人
私立新利根つばさ保育園 角崎1578-2 0297-87-3600 120人
私立幸田保育園 幸田1349 0299-79-2296 100人

保育所一覧

ご
希
望
の
場
合
は
、
入
所
希
望

月
２
か
月
前
か
ら
、
入
所
希
望

月
前
月
10
日
（
10
日
が
土
日
・

祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
の
金

曜
日
）
ま
で
に
申
込
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０・

３
４
０
２
）

生
ご
み
処
理
容
器
等
の

　

購
入
費
一
部
補
助
制
度

市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、生
ご
み
処
理
容
器
等（
機

械
式
・
容
器
式
）
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

● 

補
助
金
交
付
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の

住
所
地
に
設
置
可
能
な
方

○
発
生
し
た
堆
肥
を
住
所
地
内

で
処
理
で
き
る
方

○
同
一
世
帯
に
市
税
の
滞
納
者

が
い
な
い
方

○
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
で
き

る
方

○
過
去
に
機
械
式
お
よ
び
容
器

式
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

方● 

補
助
金
の
額

①
機
械
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
３
０
０
０
０
円
）

②
容
器
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
５
０
０
０
円
）

※
当
該
金
額
に
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
、
そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
た
額

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
２
）

トピックストピックス

児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
案
内

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
入
所
受
付

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
入
所
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も
、

就
労
な
ど
で
家
族
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

※ 

原
則
、入
所
児
童
が
10
人
未

満
の
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■ 

入
所
対
象

原
則
、
市
内
の
小
学
校
１
〜
３

年
生
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
児
童
。

※ 

定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
第
二
次
募
集
で
４
年
生
以

上
も
受
け
入
れ
ま
す
。

① 

ひ
と
り
親
や
共
働
き
の
家
庭

な
ど
で
、
児
童
が
帰
宅
し
て
も

面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い
場
合

② 

家
族
が
長
期
の
病
気
な
ど
で

保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

③ 

①
、
②
以
外
で
、
特
別
に
保

護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

■ 

開
設
日

① 

月
〜
金
曜
日　

学
校
終
了

時
〜
午
後
６
時
20
分

② 

学
校
休
業
日（
夏
休
み
、
冬

休
み
、
春
休
み
な
ど
）
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
20
分

③ 

土
曜
日　

午
前
８
時
〜
午

後
６
時

※
土
曜
日
は
市
内
１
か
所
（
新

利
根
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で

開
設
。対
象
は
児
童
ク
ラ
ブ
に

入
所
し
て
い
て
、
保
護
者
の
休

日
が
土
曜
日
で
な
い
児
童

（
金
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
場
所
：
各
総
合
窓
口
課

（
新
利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

名　称 場　所
 江戸崎地区児童クラブ  江戸崎小学校
 沼里地区児童クラブ  沼里小学校
 高田地区児童クラブ  高田コミュニティセンター
 新利根地区児童クラブ  新利根中学校
 桜川地区児童クラブ  古渡小学校
 あずま東地区児童クラブ  あずま東小学校
 あずま西地区児童クラブ  あずま西小学校
 土曜日児童クラブ  ふれあいセンター

■ 

保
育
料

▽
月
額
：
３
０
０
０
円
（
８
月

は
５
０
０
０
円
）

※
土
曜
日
も
入
所
す
る
場
合
は
、

月
額
１
０
０
０
円
加
算

■ 

申
込
手
続
き

入
所
の
ご
案
内
お
よ
び
申
込
書

類
は
11
月
１
日
以
降
、
各
総
合

窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童

福
祉
課
）で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、

稲
敷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
12
月
２
日（
月
）

〜
13
日
（
金
）
の
平
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
第
二
次
募
集
は
、
平
成
26
年

２
月
３
日
（
月
）
〜
２
月
７
日

児童クラブ一覧

消防本部からのお知らせ

「命」にかかわるお願いです！

その 119 番、
本当に必要で
すか？

児

稲敷広域消防本部管内の平成24年中の救急出場
件数は10,027件に達し、このうち、半数以上が医
師により軽症と診断されています。また、出場の
増加に比例して現場到着までの時間が年々遅延し
ており、一刻を争う傷病者への対応に支障が出か
ねません。救急車の正しい利用にご理解とご協力
をお願いします。

■ 問合せ先
稲敷地方広域市町村圏事務組合消防本部 救急課
〒301-0837　茨城県龍ケ崎市3571番地の1
☎0297-64-3846
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３
つ
の
習
慣 

○ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め

る
。 

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。 

○ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

  

４
つ
の
対
策 

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。 

○ 

寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。 

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。 

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■ 

江
戸
崎
消
防
署　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
１
２
３
８

■ 

江
戸
崎
消
防
署
桜
東
分
署

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
２

０■ 

龍
ヶ
崎
消
防
署
新
河
分
署

☎
０
２
９
７
︲
８
４
︲
０
１
１

９■ 

災
害
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９
７
︲
６
４
︲
０
１
１
９

一
部
損
壊
住
宅
の
修
繕
費
の
助
成

　

  

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

一
部
損
壊
程
度
の
被
害
（
全
壊
、

大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
を
除
く
）

を
受
け
た
住
宅
の
修
繕
を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
修
繕
に
係
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。（
期
限
後
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
対

象
と
な
る
世
帯
の
方
は
期
限
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

■ 

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

た
だ
し
、
借
家
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

 

・
稲
敷
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方

 

・
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
内

の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
非
住
家

は
該
当
し
な
い
）

 

・
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

 

・
修
繕
費
用
が
50
万
円
以
上

（
消
費
税
含
む
）の
場
合

 

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

（
世
帯
員
）

■ 

対
象
工
事

被
災
し
た
住
宅
の
屋
根
、
瓦
、

外
壁
、基
礎
な
ど
の
修
繕
工
事

※
昨
年
中
の
修
繕
に
つ
い
て
も

対
象
に
な
り
ま
す
。（
平
成
23

年
３
月
11
日
以
降
の
修
繕
）

※
門
や
塀
、
外
溝
工
事
、
備
品

の
購
入
ま
た
は
交
換
、
自
分
で

修
繕
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

■ 
助
成
額

対
象
工
事
費
の
10
％
（
千
円
未

満
切
捨
て
、限
度
額
10
万
円
）

※
１
世
帯
で
１
回
の
み
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

■ 

申
請

申
請
方
法

修
繕
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
の

申
請
に
な
り
ま
す
。工
事
完
了

後
、
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

は
都
市
計
画
課
）
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
な
ど
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

 

・
領
収
書

 
・
見
積
書
ま
た
は
工
事
内
訳
書

（
工
事
の
内
容
が
分
か
る
も
の
）

 

・
工
事
前
後
の
修
繕
部
分
の
写
真

 

・
印
鑑

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
５
７
０
０
・
５
７
０

２
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
土
）
～
15
日（
金
）

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策 

ー

笹本石材（株）創業１４３周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４３周年

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

　

～
借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
方
へ
～

茨
城
県
で
は
、
次
の
日
程
で
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

・ 

時
間

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
申
込
受
付
は
10
月
28
日（
月
）

か
ら
。事
前
予
約
制
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
み
先

茨
城
県
生
活
環
境
部
生
活
文
化

課　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２

８
２
９

労
務
関
係
無
料
相
談
会
を
開
催

　

社
会
保
険
労
務
士
が
お
受
け
し
ま
す

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
の
、

労
使
関
係
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

無
料
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士

が
お
受
け
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
は
、労
働・

社
会
保
険
に
関
す
る
法
律
、
人

事
・
労
務
管
理
の
専
門
家
と
し

て
、
従
業
員
の
採
用
か
ら
退
職

ま
で
の
労
働
・
社
会
保
険
に
関

す
る
問
題
、
さ
ら
に
年
金
の
相

談
に
応
じ
る
プ
ロ
で
す
。

▽
開
催
日
：
11
月
26
日
（
火
）

／
12
月
25
日（
水
）

▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館

▽
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
正

午▽
対
象
：
市
内
企
業
経
営
者
お

よ
び
勤
務
す
る
方
の
労
働
ト
ラ

ブ
ル
な
ど

▽
相
談
料
：
無
料

※
開
催
日
当
日
の
電
話
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。（
江
戸
崎
公

民
館　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

４
１
１
０
）

■ 

問
合
せ
先
・
予
約
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

　
な
お
、
稲
敷
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
も
、
常
時
、
多
重
債

務
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
時　
月
・
水
・
木
・
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

11月10日（日） 水戸合同庁舎
11日（月） 土浦合同庁舎
12日（火） 古河市三和庁舎
13日（水） つくば市豊里地域交流センター
14日（木） 神栖市保健福祉会館
15日（金） 日立シビックセンター
16日（土） 水戸合同庁舎

 ・ 日程および場所

愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を
！

　
長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
点
検

長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
（
電

気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
）
で
、
経
年

劣
化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

日
頃
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

っ
た
ら
、
ご
使
用
を
中
止
し

て
く
だ
さ
い
。

・
発
煙
、発
火
、こ
げ
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま

ご
使
用
い
た
だ
く
の
は
大
変
危

険
で
す
。

・
電
源
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
販

売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・（
一
社
）日
本
電
気
工
業
会  

http://w
w

w
.jem

a-net.
or.jp/

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

　ENGLISH IS THE FUTURE
　　　　地元で英語を習ってみませんかＩ♥ ENGLISH

・「苦手」な方も楽しくできる会話
・TOEFL、TOEIC、英検、留学
 海外旅行、転職の準備
・教員・会社員のスキルアップ講習
 （職場、ご自宅にも出張可能）

・1才からの幼児ENGLISH（土曜日の午後）
・便利な10回チケット（別途費用なし）
・ご要望、ご予算とレベルに合わせたマイペ
 ースガイダンスで不安なく続けられます
・1回＝60分 500～4,000円（プランによる）

お問合せ： 江戸崎外国語センターで（検索） tel.029-892-3526（ドリス）

※ 随時体験レッスンはお気軽にどうぞ。ドイツ語、翻訳、通訳、国際交流、
　 ライフスタイルなどもご相談ください。（日本語O.K）
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相
談
員
を
募
集

　
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
応
募
資
格
】

1 
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方

●（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が

認
定
し
た
「
消
費
生
活
専
門
相

談
員
」
／
●（
財
）日
本
産
業
協

会
が
認
定
し
た
「
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
／
●（
財
）日
本

消
費
者
協
会
が
認
定
し
た
「
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

2 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

可
能
な
方

【
勤
務
内
容
】　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務

や
、
出
前
講
座
な
ど
の
消
費
者

啓
発
に
関
す
る
講
師

【
勤
務
場
所
】

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
稲
敷
市
役
所
東
庁
舎
内
）

【
募
集
人
数
】　

１
名

【
採
用
期
間
】　

平
成
26
年
１
月
６
日
〜
３
月
31

日（
年
度
ご
と
に
更
新
可
）

【
勤
務
条
件
】　

①
勤
務
日
数
：
祝
日
を
除
く

月・水
〜
金
で
週
２
日
程
度（
応

相
談
）
②
勤
務
時
間
：
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
内

１
時
間
の
休
憩
）
③
報
酬
：
日

額
７
２
０
０
円

【
応
募
方
法
】　

次
の
⑴
、
⑵
の
書
類
を
稲
敷
市

商
工
観
光
課（
〒
３
０
０-

０
７

９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５
）

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。書
類
選
考
に
合
格
し

た
方
の
中
か
ら
、
後
日
面
接
を

行
い
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

⑴ 

履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
写

真
添
付
）

⑵ 

資
格
を
確
認
で
き
る
も
の

（
写
し
）

【
応
募
締
切
】

11
月
29
日（
金
）必
着

持
参
の
場
合
は
、
締
切
日
の
午

後
５
時
15
分
ま
で
。土
日
祝
日

は
受
付
し
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
を
！
～

○ 

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当

し
ま
す
。）

○ 

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

対
し
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○ 

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納

付
さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ

い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　

☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
４
６
０
９
・
４
６
１

３
）

相 続 手 続 まとめて楽々サポート
不動産・金融機関・自動車等の相続手続

交 通 事 故 被害者をサポート
被害者のための交通事故業務

行 政 書 士　　久 保 木 善 信 事 務 所
所在地 ： 稲敷市阿波崎4601 （稲敷市立あずま北小学校近く）
Tel. 0299 - 79 - 3014　携帯 090 - 6922 - 4529

茨城県金融広報委員会＆日本ＦＰ協会茨城支部ジョイントフォーラム 
☆金融経済講演会   
キーワードでわかる日本経済 

☆ＦＰの日Ⓡフォーラム くらしの安心安全 
セミナー、個別相談会、ライフプラン作成講座 
開催日時：平成25年11月23日（土） 
場所：つくば国際会議場 13:00～16:40  
申込方法：下記ＨＰからお申し込みください。  
URL http://www.jafp.or.jp/shibu/ibaraki/ 

    日本ＦＰ協会茨城支部 TEL 029-302-5320  

講師 伊藤元重氏 

参加無料 

稲
敷
市
防
災
計
画（
案
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９
︲
８
９
４
︲

２
９
１
１

Ｅ
メ
ー
ル
：h251225@

city.inashiki.ibaraki.jp

市
で
は
、
防
災
計
画
の
見
直
し

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▽ 

資
料
閲
覧
期
間
お
よ
び
意

見
募
集
期
間

11
月
下
旬
〜
12
月
25
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽ 

資
料
閲
覧
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
生
活
環

境
課
・
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
・

公
民
館
な
ど

▽ 

意
見
の
提
出
方
法

・閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の「
意

見
等
記
入
用
紙
」
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
て
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

の
記
入
は
必
須
で
す
）

■ 

問
合
せ
・
提
出
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
４
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
住
生
活
総
合
調
査
」

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日
、

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成
25

年
住
生
活
総
合
調
査
」
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本

法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住

環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般
に

関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意

向
・
満
足
度
等
を
総
合
的
に
調

査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ

た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
総

務
省
）
に
回
答
い
た
だ
い
た
世

帯
の
中
か
ら
一
部
を
抽
出
し
、

稲
敷
市
で
は
１
５
２
世
帯
に
調

査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
11
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま

で
の
間
、
統
計
調
査
員
証
を
持

っ
た
調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ

た
世
帯
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
２
）

再
発
見
！　
市
内
の
文
化
財

　

市
内
の
文
化
財
巡
り
を
し
ま
せ
ん
か

稲
敷
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
文
化
財

が
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
ご
存
知
で

す
か
？

　
資
料
館
で
は
、
茨
城
県
と
稲
敷
市

の
文
化
財
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
る
建
造
物
や
彫

刻
、
史
跡
を
見
学
に
行
き

ま
す
。実
際
に
訪
れ
、
目

で
見
て
、
説
明
を
聞
い
て

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
11
月
17
日（
日
）

　
午
前
9
時
45
分
出
発

内
容
：
大
杉
神
社 

⇒ 

安
穏
寺 

⇒ 

神
宮
寺 

⇒ 

十
三
塚 

⇒ 

瑞
祥
院 

定
員
：
15
名

※ 

昼
食
代
は
各
自

■ 

申
込
み
先

稲
敷
市
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３

２
１
１

▷ 

安
穏
寺

住所：稲敷市伊佐部175

☎ 0299-79-2074

地域一番のサービス、低価格を目指します!!

総合葬祭 ㈲ 平 安 堂
葬儀全般・聖苑香澄取次店

安 心 親 切 誠 実
24　時　間　受　付
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の
方　
※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
に
限
る
。　

▽
日
時
：
11
月
19
日
（
火
）
〜

27
日
（
水
）　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分　
※
土
・
日

を
除
き
７
日
間
出
席
で
き
る
方

▽
内
容
：
警
備
業
務
全
般
お
よ

び
救
急
法
基
礎
講
習　

▽
会

場
：
龍
ケ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町

３
２
０
２
）　

▽
費
用
：
無
料

▽
定
員
：
20
名　

▽
申
込
方

法
：
11
月
６
日（
水
）ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
お
よ
び
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、

稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
（
公
社
）
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
下
君
山
３
７

８
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

３
３
２
３

無
料
相
談

社
会
保
険
労
務
士
会

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
無
料
相
談
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。労
災
・
退
職
金
・
賃

金
な
ど
の
労
働
問
題
の
ほ
か
、

年
金
相
談
な
ど
の
国
家
資
格
者

で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
が
直

接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
期
日
：
毎
週
第
１
・
第
３
火

曜
日
お
よ
び
毎
週
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）　

▽
方
法
：
電
話

ま
た
は
面
接
に
て　
▽
費
用
：

無
料

☎
０
２
９
︲
２
２
８
︲
２
６
６

０
（
専
用
電
話
）　

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

● 

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士

会
（
水
戸
市
本
町
３
︲
２
０
︲

８　
本
町
壱
番
館
ビ
ル
２
階
）

茨
城
県
最
低
賃
金
変
更

「
時
間
額
７
１
３
円
」

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最

低
賃
金
を
時
間
額
７
１
３
円

（
昨
年
度
よ
り
14
円
引
上
げ
）

に
改
正
決
定
し
ま
し
た
。平
成

25
年
10
月
20
日
（
日
）
か
ら
茨

城
県
内
の
全
産
業
・
全
労
働
者

に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

茨
城
労
働
局　

労
働
基
準

部　
賃
金
室　
☎
０
２
９
︲
２

２
４
︲
６
２
１
６

江
戸
崎
商
店
街

笑
遊
ま
つ
り

11
月
23
日(

土)

、
今
年
も
江

戸
崎
商
店
街
に
て
、
笑
遊
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
玉
入
れ
参
加
者
募
集
！

昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
た
玉
入

れ
大
会
を
、
今
年
は
女
性
限
定

で
開
催
し
ま
す
。参
加
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
な
つ
か
し
の
レ
ト
ロ

カ
ー
が
集
合
し
た
り
と
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

詳
細
・
玉
入
れ
の
応
募
等
は
、

え
ど
さ
き
笑
遊
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://syoyukan.

com
/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

え
ど
さ
き
街
創
り
協
同
組

合(

稲
敷
市
商
工
会
内)　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３

航
空
科
学
博
物
館
イ
ベ

ン
ト
の
ご
案
内

■
旅
客
機
ビ
デ
オ
上
映
会

▽
日
時
11
月
17
日
（
日
）　

午

前
11
時
〜　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽
内

容
：
日
本
飛
行
機
ビ
デ
オ
倶
楽

部
が
日
本
各
地
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
撮
影
し
た
旅
客
機
の
美
し
い

映
像
作
品
を
上
映
い
た
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　
▽
入
館
料
：
大
人
５

０
０
円
、
中
高
生
３
０
０
円
、

４
歳
以
上
〜
小
学
生
２
０
０
円

● 

航
空
科
学
博
物
館　

☎
０

４
７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

第
４
回
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

子
供
達
が
自
分
た
ち
で
実
際
に

商
売
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
商

い
の
仕
組
み
・
お
金
の
大
切
さ

等
」を
学
び
、想
像
力
、行
動
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
子
供
達
が
思
い
思
い
に
一
生

懸
命
計
画
し
製
作
し
た
商
品
を

元
気
い
っ
ぱ
い
販
売
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ

い
。

▽
期
日
：
11
月
２
日
（
土
）　

▽
会
場
：
稲
敷
市
文
化
祭
（
新

利
根
会
場
）　

▽
出
店
者
：
市

内
の
小
学
５
・
６
年
生　

▽
主
催
：
稲
敷
市
商
工
会
青
年

部　
▽
後
援
：
稲
敷
市
・
稲
敷

市
教
育
委
員
会

金
融
経
済
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

キ
ー
ワ
ー
ド
で
わ
か
る
日
本
経

済
〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
行
方

は
？
〜　
※
同
時
開
催
：
セ
ミ

ナ
ー
、
個
別
相
談
会
＆
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
講
座

▽
日
時
：
11
月
23
日
（
土
）　

午
後
０
時
30
分
〜　
▽
会
場
：

つ
く
ば
国
際
会
場

● 

茨
城
県
金
融
広
報
委
員
会

☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
２
７
３

４
、
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会　
茨
城
支

部　
☎
０
２
９
︲
３
０
２
︲
５

３
２
０

自
衛
官
募
集

の
ご
案
内

▽
試
験
種
目
：
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）　

▽
受
験
資
格
：
男
子
で
中
卒

（
見
込
含
）　
17
歳
未
満
の
者　

▽
受
付
：
11
月
11
日
（
月
）
〜

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）　

▽
試
験
期
日
：
第
１
次
試
験
：

平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）、
第

２
次
試
験
：
平
成
26
年
２
月
１

日（
土
）〜
４
日（
火
）ま
で
の

間
の
指
定
す
る
１
日

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

● 

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
龍
ヶ
崎
事
務
所　
☎
０
２
９

７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/ibaraki/

警
備
業
務
技
能
講
習
会

の
お
知
ら
せ

▽
対
象
者
：
稲
敷
市
ま
た
は
近

隣
市
町
村
に
在
住
で
55
歳
以
上

ピ
ア
相
談
会

の
お
知
ら
せ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
な
ど
長
期

に
療
養
が
必
要
な
お
子
様
を
子

育
て
中
の
保
護
者
の
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
、ピ
ア
相
談
員
が
お

聞
き
し
ま
す
。一
人
で
悩
ま
な
い

で
、同
じ
よ
う
な
経
験
を
持
つ
仲

間
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
11
月
21
日（
木
）、
12

月
５
日
（
木
） 

午
前
９
時
〜
正

午
／
午
後
１
時
〜
４
時　
※
要

予
約　
▽
場
所
：
茨
城
県
竜
ケ

崎
保
健
所　
相
談
室　

● 

申
込
先
：
茨
城
県
竜
ケ
崎

保
健
所 

健
康
増
進
課　

☎
０

２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
７
２　

※
各
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
会

法
テ
ラ
ス

法
テ
ラ
ス
茨
城
（
日
本
司
法
支

援
セ
ン
タ
ー
茨
城
地
方
事
務

所
）で
は
、稲
敷
市
に
臨
時
の
法

テ
ラ
ス
窓
口
を
開
設
し
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
居
住
要
件
、
資
力
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
職
員
が
お
問
い
合
わ
せ
の
内

容
を
お
伺
い
し
、
法
律
相
談
の

予
約
時
間
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
19
日
（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時　
▽
会
場
：

稲
敷
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎
会
議

室（
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
︲
１
）

▽
事
前
電
話
予
約
制　
先
着
５

名
程
度

● 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
：
法

テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
茨
城
地
方
事
務
所
）　

☎

０
５
０
３
３
８
３
︲
５
３
９
０

精
神
障
害
者
家
族
教
室

統
合
失
調
症

▽
日
時
：
11
月
25
日
（
月
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▽
場
所
：
竜
ケ
崎
保
健
所　
２

階　
大
会
議
室　
▽
内
容
：
講

演
「
知
っ
て
お
き
た
い
統
合
失

調
症
の
基
礎
知
識
（
仮
）」　
講

師
：
精
神
科
医
師　

▽
対
象

者
：
統
合
失
調
症
の
患
者
さ
ん

を
持
つ
ご
家
族
等
約
50
名　
▽

参
加
費
：
無
料　

● 

申
込
先
：
竜
ケ
崎
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９
７
︲
６

２
︲
２
３
６
７　
※
11
月
18
日

（
月
）　
締
め
切
り

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
13
日
（
水
）
／

12
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時（
予
約
制
）

▽
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
（
年
金

請
求
書
の
記
入
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
）・
年
金
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
や
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
な
ど
の
他
年
金
に

関
す
る
ご
質
問

● 

常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

健
康
教
室
開
催

宮
本
病
院

■
テ
ー
マ
：
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」　

講
師
：
宮
本
二
郎

先
生　
▽
12
月
５
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　

▽
会

場
：
宮
本
病
院 

新
館 

健
康
教

室　
▽
参
加
費
：
無
料　

な
お
、
申
込
み
は
電
話
ま
た
は
、

受
付
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

● 

宮
本
病
院　

☎
０
２
９
９

︲
９
４
︲
３
０
８
０

日
本
語
教
室
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
い

私
達
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。日
本

人
と
結
婚
し
た
り
、
仕
事
の
た

め
に
来
日
し
て
い
る
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。生

徒
は
カ
タ
コ
ト
以
上
の
日
本
語

が
分
か
り
ま
す
の
で
、
日
本
語

で
教
え
ら
れ
ま
す
。特
別
な
資

格
は
い
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
お
手

伝
い
く
だ
さ
い
。生
徒
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時:

毎
週
水
曜
日
・
午
後

１
時
〜
２
時
30
分
、
午
後
７
時

30
分
〜
９
時　

▽
場
所:

江
戸

崎
公
民
館

● 

日
本
語
サ
ー
ク
ル「
か
ぼ
ち

ゃ
」（
代
表
：
山
内
志
津
子
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
３
５
８

７
あ
な
た
ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か

悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
専
用
の
電
話
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。よ
り
多
く

の
方
々
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
左
記
の
と
お
り
全
国
一
斉

「
女
性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

の
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人

権
侵
害
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
：
11
月
18
日
（
月
）
〜

24
日
（
日
）　

▽
時
間
：
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で　

※
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
ま
で

▽
相
談
員
：
法
務
局
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１

０（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

● 

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲

９
９
１
９

公
開
講
座

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

▽
日
時
：
10
月
27
日
（
日
）　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
場
所
：
つ
く
ば
国
際
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
・
講
堂
（
土
浦
市
真

鍋
６
︲
２
０
︲
１
）　

▽
参
加

費
：
無
料

● 

茨
城
県
保
険
医
協
会（
担
当

者
：
城
倉
）　

☎
０
２
９
︲
８

２
３
︲
７
９
３
０
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情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：11月24日（日）　午後1時～4時　▽場所：あずま生
涯学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。
年齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のス
ナップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したも
の）をお持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も
受け付けます。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2601）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月～金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時～午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：11月20日（水）　午前10時～正午、午後1時～3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

市
長
の
動
向
（
９
月
）

３
日
：
議
会
定
例
会
開
会

（
東
庁
舎
）

４
日
：
圏
央
道
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
プ
ラ
ン
ト
火
入
れ
式
（
圏

央
道
（
仮
称
）
神
崎
Ｉ
Ｃ
用

地
内
）

６
日
：
議
会
本
会
議
一
般
質

問（
東
庁
舎
）

７
日
：
市
内
中
学
校
体
育
祭

（
新
利
根
中
学
校
）

8
日
：
あ
ず
ま
米
ミ
ル
キ
ー

ク
イ
ー
ン
収
穫
祭
（
あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

10
日
：
稲
敷
市
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
江
戸
崎

総
合
運
動
公
園
）

12
日
：
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所

館
内
市
内
事
業
実
施
予
定
箇

所
視
察（
市
内
各
所
）

13
日
：
稲
敷
地
区
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
教
室
（
桜
川

運
動
公
園
体
育
館
）

14
日
：
根
本
光
起
氏
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
顕
彰
者
表
彰
祝
賀

会
（
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
）

17
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

19
日
：
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン（
江
戸
崎
パ
ン
プ
）

20
日
：
議
会
定
例
会
閉
会

（
東
庁
舎
）
／
第
３
回
庁
舎

建
設
推
進
会
議

22
日
：
市
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
白
鷺
球
場
）

30
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
・
評
議
会
（
江
戸
崎
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

11月  7日（木） ふれあいセンター 弁護士
11月14日（木） 桜川庁舎
11月21日（木） 江戸崎公民館 弁護士
11月28日（木） 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：11月7日（木）、19日（火）　午前10時～午後4時　　
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
▽日時：11月15日（金）　午後1時～5時（午前中はグルー
プミーティング実施）　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：11月27日（水）午前10時～11時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：11月27日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

11月12日（火）　江戸崎庁舎／ 11月13日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝11月5日（火）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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11月  3日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
11月  4日（月） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
11月10日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 はたかわ医院（美浦村）tel.029-885-2358
11月17日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
11月23日（土） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
11月24日（日） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
12月  1日（日） 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
12月  8日（日） 江戸崎ひかりクリニック（江戸崎）Tel.029-834-5777
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
▽診療時間：午前9時～午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

稲敷地域小児救急輪番制

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

火 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時～9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時～9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時～5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時～正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午～午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時～
ゆきちゃんの音楽会 11月  8日（金）午後2時～
太極拳教室 11月13日（水）午後1時30分～
梅さんの落語会 11月18日（月）午前10時30分～
生花教室 11月21日（木）午後1時30分～
料理教室 11月25日（月）午前10時～
絵手紙教室 11月27日（水）午後1時30分～
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：44,556人（-96）

　　男：22,065人（-53）

　　女：22,491人（-43）

世帯数：14,820世帯（-22）

※10月1日現在

11月の納税
▽納期限：12月2日（月）
・後期高齢者医療保険料：5期

●小児輪番制事業では、月曜日の担当医療機関はありません
が、平成25年6月1日より東京医科大学茨城医療センターに
おいて月曜日夜間（午後6時～9時　祝日を除く）の小児救
急医療業務を行っております。詳細はお問い合わせください。

（東京医科大学茨城医療センター：Tel.029-887-1161）

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出  玄 米、白 米

基準値内のもの  銀 杏

基準値を超えたもの ー

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
◎ 掲載している検体の品目および検体数につきましては、食
品放射性物質の測定を希望された方の測定結果であり、その
食品全般の測定結果を示すものではありません。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.063 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.070
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.104 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.092 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.086 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.082
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.060
太田小学校 校庭中央 50cm 0.079 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.089 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.073 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.085 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.082
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.059
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.095 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.070 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.104 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.090 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.095 
東中学校 校庭中央 1m 0.077 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.103 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.097 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.086 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.092 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.092 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.098

各体育施設、公園（9月25日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.140 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.130 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.170 
沼田野球場 野球場 1m 0.140 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.160 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.100 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.090 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.100
東グラウンド 野球場 1m 0.140 
白鷺球場 野球場 1m 0.110 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.100 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.150 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.160 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.130 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.110 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.100 

各小・中学校、幼稚園（9月30日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.105 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.101 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.068 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.066 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.058 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.078 

食品放射性物質測定結果（9月1日〜30日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（9月25日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）
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１ 

市
内
小
学
校
運
動
会

９
月
21
日
、
桜
川
地
区
を
除
く
市
内
の
各
小
学
校
に
お
い
て
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
い
ろ
い
ろ
な
趣

向
を
こ
ら
し
た
競
技
や
演
技
が
行
わ
れ
、
保
護
者
の
声
援
の
も
と

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
は
、あ
ず
ま
東
小
学
校
）

2 

稲
敷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
２
日
、
霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
「
第
９
回
稲
敷

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、台
風
の
た
め

荒
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
５
１
名
の
参
加
者
が
熱
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。無
事
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
、
表
彰
式
で
は
和
や
か
に
上
位
入
賞
者
を
た
た
え
あ
い
ま
し

た
。大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
優
勝
】
一
般
の
部
：
湯
浅 

浩 

／ 

シ
ニ
ア
の
部
：
諸
岡 

吉
治 

／ 

女
子
の
部
：
高
橋
佳
代
子

３ 

高
齢
者
自
転
車
教
室

９
月
13
日
、
桜
川
運
動
公
園
体
育
館
に
お
い
て
第
５
回
稲
敷
地
区

交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。生
活
環
境

課
職
員
、
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
指
導
の
も
と
体
育
館
に
作
ら

れ
た
模
擬
コ
ー
ス
で
交
通
安
全
に
気
を
付
け
た
自
転
車
の
乗
り
方

を
学
び
ま
し
た
。高
齢
者
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

地
域
に
帰
っ
て
学
ん
だ
こ
と
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
10
月
23
日
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
「
第
11
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
茨
城
県

大
会
」に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新
利
根
支
部
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

1-d

1-b

1-a

1-ｅ

3-ｃ 3-b 2

3-ａ

1-ｃ

5-b

で・き・ご・と
9-10月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

４ 

宮
本
看
護
専
門
学
校
戴
帽
式

10
月
３
日
、
宮
本
看
護
専
門
学
校
２
年
生
36
名
の
戴
帽
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。戴
帽
式
は
、看
護
師
を
目
指
す
学
生
達
が
、初
め
て
の

病
院
実
習
に
臨
む
前
に
、
教
員
が
学
生
一
人
一
人
に
ナ
ー
ス
キ
ャ

ッ
プ
を
与
え
、
看
護
師
を
目
指
す
も
の
と
し
て
の
職
業
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
ま
た
そ
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
の
儀

式
で
す
。厳
粛
な
中
、
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
て
も
ら
っ
た
戴

帽
生
が
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像
か
ら
灯
り
を
受
け
取
り
、
そ
の
キ

ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
の
中
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
朗
読
し
、

手
話
で「Story

」の
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。

５ 

交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会

９
月
27
日
、
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
で
は
、

新
利
根
公
民
館
に
お
い
て
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

茨
城
県
警
察
本
部
と
稲
敷
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
指
導
士
49
名
が
参
加
し
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
の
必

要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
全
死
者
数
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。介
護
予
防

の
た
め
の
体
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
安
全
な
社
会
づ
く
り
に
も
貢

献
し
て
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
ま
す
。

６ 

環
境
美
化
の
推
進
活
動

10
月
６
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
稲
敷
第
１

団
、
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店
の
み
な
さ
ん
総
勢
39
名
の
方
が
参
加

し
道
路
脇
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
崎
地
区
の
広
域
農
道
（
沼

里
地
区
〜
国
道
１
２
５
号
線
の
交
差
点
）
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。

4-d

6-ｃ

6-ａ

4-b 4-ａ

5-ａ

4-ｃ

6-b
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７ 

市
内
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）運
動
会

10
月
６
日
、市
内
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。５
日
が
雨
で
順
延
開
催
と
な
り
、
や
や
ぬ
か
る

ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
が
、
保
護
者
と
一
緒
に
行
う
競
技
や
演

技
で
は
、
小
さ
な
園
児
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
た
、素
晴
ら
し
く
、そ
し
て

温
か
い
運
動
会
で
し
た
。

８ 

第
12
回 

関
東
親
善
大
会（
柔
道
）

８
月
18
日
、
取
手
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
12

回
関
東
親
善
大
会
が
開
催
さ
れ
、
稲
敷
市
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
女
子
が
団
体
優
勝
、
男
子
が
団
体

３
位
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

９ 

振
り
込
め
詐
欺
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
６
日
、
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
お
よ
び
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
ナ
に
お
い
て
稲
敷
地
区
金
融
機
関
防

犯
連
絡
会
、稲
敷
市
・
美
浦
村
、稲
敷
地
区
防
犯
協
会
、稲
敷
警
察

署
主
催
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
の
注
意
喚
起
を
促
す
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
稲
敷
警
察
署
一
日
署
長
に
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
選
手
兼

監
督
の
片
岡
安
祐
美
さ
ん
を
迎
え
、
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
た
選

手
の
方
々
と
共
に「
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。」と

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
パ
ル
ナ
で
は
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
り
、
買
い
物

に
来
て
い
た
多
く
の
方
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
足
を
止
め
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

7-ｃ 7-a

7-d

89-b

9-ａ

7-b

9-ｃ

10

12-a

12-b

13-a

11

13-b

10 

高
校
馬
術
で
全
国
準
優
勝

９
月
24
日
、
全
国
高
校
馬
術
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
し
た
江
戸
崎

総
合
高
校
１
年
の
武
藤
雅
君
が
市
役
所
を
訪
れ
、
田
口
市
長
に
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。大
会
は
各
地
方
大
会
の
上
位
26
人
が
参
加

し
、東
京
の
馬
事
公
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
藤
君
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
乗
馬
を
始
め
、
将
来
は
騎
手
を

目
指
し
て
い
ま
す
。市
長
か
ら
は
「
目
標
に
向
か
っ
て
順
調
に
進

ん
で
ま
す
ね
。」と
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

11 

茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
２
名
が
表
彰

９
月
13
日
、
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
52
回
茨
城
県
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
に
お
い
て
、
稲

敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
長
年
に
わ
た
り
役
員
を
務
め
ら
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
２
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。（
写
真
左
：
坂
本
和
子（
下
馬
渡
）さ
ん
、写
真
右
：
山

来
貢（
結
佐
）さ
ん
）
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沼
田
台
公
民
館
竣
工
式

９
月
29
日
、衆
議
院
議
員
、県
議
会
議
員
、市
議
会
議
員
、お
よ
び

区
長
会
連
合
会
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
な
ど
多
く
の
招
待
者
列
席

の
も
と
、沼
田
台
公
民
館
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
月
19
日
、
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
前
に
お
い

て
、
稲
敷
市
と
美
浦
村
が
合
同
で
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
稲
敷
警
察
署
を
は
じ
め

稲
敷
市
・
美
浦
村
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
推
進
員

協
議
会
、
交
通
安
全
母
の
会
お
よ
び
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
の
生

徒
さ
ん
が
参
加
し
、
買
い
物
に
訪
れ
た
人
や
信
号
待
ち
し
て
い
る

車
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

で
・
き
・
ご
・
と

９
ー
10
月

市
内
の
様
々
な
行
事
、出
来
ご
と
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
。



社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成25年11月号　2425　広報稲敷 平成25年11月号

　　　福祉機器貸し出し事業

　　　善意銀行運営事業

市民の皆様からの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、7月28日～9月27日）

【寄付金】
こうの菓子店従業員一同、 茨城県自動車整備江戸崎支部ゴルフ部

【物品の寄付】
お手玉　楽友会、 紙オムツ　匿名

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付

市民の皆様から集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに買
い取ってもらい換金されたのち、県内のボランティア活動支援のために役立てられます。
ご協力ありがとうございました。（敬称略・順不同、7月28日～9月27日）
飯塚清子、 井野眞智子、 国井芳美、 山﨑りち子、 岡野健一、 日本鏡板工業㈱、 清原歯科医院、 ㈱東アサヒ、 江戸崎中学校
㈱ﾀﾋﾞｯｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ龍ヶ崎店、 稲敷市役所

対象者 : 稲敷市内在住で在宅使用する下記に該当する方
　　　　◇ 要介護1、要支援1、要支援2
　　　　◇ 障害のある方
　　　　◇ 病気や怪我などで一時的に必要な方
車いすの種類 : 自走式（電動式はありません）
貸出期間・利用料金 :
　　　　◇ 1か月未満・・・無料
　　　　◇ 1か月以上・・・消毒料4,000円 
申込方法 : 江戸崎福祉センターへ身分証明書と印鑑を持参し、申込書に必要事項をご記入の上お申込みください。
               （台数に限りがございますので、事前にお問い合わせください。）

貸出用の車いすは、寄付
や社協会費が活用されて
います。

　　　稲敷市障がい者センター ハートピアいなしき
就労継続支援B 型事業所　－ 大利根東公園花壇の植栽 －
　今年も稲敷市より花壇整備を受託させていただき、7月15日（月）に
1,600本（６色）のポーチュラカの植栽作業に取り組みました。当日はと
ても暑い中での作業になりましたが、保護者会の協力を得て、ポーチュ
ラカの植栽を無事終了することができました。
　花壇を彩るたくさんのポーチュラカが疲れを癒してくれ、最後までや
り遂げたという達成感、自信につなげることができました。11月より
パンジー、チューリップの植栽が始まります。ハートピアらしい〝彩り"
のある花壇にしていきたいと考えています。パンジーは11月下旬頃か
ら、チューリップは春先から5月頃までが見ごろなので、公園の近くを
通った際には、ぜひお立ち寄り下さい。

第6回ハートピアまつり
　ハートピアまつりは、障がい者センター利用者と地域の方々とのふれあいを通して、諸団体と連携しながら障
害者の自立に向け社会性と自主性を養うことを支援し、また、広く稲敷市民に障害者の理解を深める場とするこ
とを目的におこなっています。

１. 日　時　　11月3日（日） 午前10時30分開会
２. 会　場　　稲敷市障がい者センター ハートピアいなしき
　　　　　　 （稲敷市佐原組新田1540-1）
３. 主　催　　社会福祉法人　稲敷市社会福祉協議会
４. 問合せ　　稲敷市障がい者センター ハートピアいなしき
　　　　　　　Tel.0299-79-3737
※ 内容に若干の変更がある場合もありますので、ご了承願います。

利用者による太鼓の演奏や自主製作品、模擬店

していただいた皆さまに少しでも伝われば幸いです。
の販売などを行います。日頃の努力の成果がご来場

ぜひご来所ください。



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

　　 あ い ア イ・つばさ・ひまわり・こうだ　合同イベント

  　

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成25年11月号　2627　広報稲敷 平成25年11月号

つばさ・ひまわり
10月のお誕生日会♪
ハロウィンバッグ作
りも楽しみました。

あいアイ
た ま ご ポ プ リ を 作
り、ラベンダーの香
りに包まれました。

こうだ
お部屋飾りを作りま
した。お月さまをつ
けて十五夜飾りにも
なったよ。

あそびの広場日程　〜11月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】　　　※18日（月）床清掃のため午前休館です。
  8日（金） ベビーマッサージ（3か月以降の赤ちゃん）
12日（火） あいアイ広場“中身は何かな？七五三袋”
13日（水） ママと遊ぼう（お座り～1歳半）
14日（木） 親業講座『今だからこそやっておきたいこと』
15日（金） ベビーマッサージ（3か月以降の赤ちゃん）
26日（火） 11月生まれのお誕生会

【つばさ】
  6日（水） 森林公園であそぼ！！（ひまわり合同）
14日（木） 11月誕生会＆カルトナージュ
15日（金） nori nori イングリッシュ☆
19日（火） アロマ講座
26日（火） 親子でいきいきリフレッシュ体操♪

【ひまわり】
  1日（金） お誕生会
12日（火） 給食体験（離乳食完了児）
27日（水） エアロビクスでリフレッシュ
29日（金） 栄養講座＆おやつ作り（つばさ合同）

【こうだ】
  7日（木） 木の実で遊ぼう
14日（木） バルーンアートを楽しもう
21日（木） 手作りおもちゃで遊ぼう

〜 集まれ！いなしきっ子！！ 〜
いつも支援センターを利用している皆さんだけでなく、初めて参加される方も大歓迎のイベントです。楽しいコンサート・コーナー
遊びなど盛りだくさん！たくさんのいなしきっ子をお待ちしています。
▽日時：11月23日（土） 午前10時～正午　▽場所：新利根体育館　▽対象：市内就園前の親子（兄弟姉妹の参加は小学生まで可）
▽内容：“ちゃり～”のコンサート、各種コーナー遊び　▽持ち物：飲み物、上履き（外履きを洗ったものも可）　▽申込：11月
20日（水）までに各支援センターへ　▽『おもちゃ病院』を開設します！修理してほしいおもちゃがあればお持ちください。

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 11月分〜
【東保健センター】6日（水）、27日（水）
【桜川保健センター】5日（火）、28日（木）
☆開設時間：午前10時～午後3時

　　　不活性化ポリオ集団接種のお知らせ

　　　総合健診のお知らせ

　　　『脳脊髄液減少症』　ご存知ですか？

今年度最後の総合健診となります。ふれあいセンターまで電話か来所にてお申し込みください。
◎ 健診の予約日時　　11月18日（月）・19日（火）　午前8時30分～午後5時15分

まだまだ認知度が低く、正しい理解が得られない病気に脳脊髄液減少症があります。
特に子どもの脳脊髄液減少症についてはごく最近の事です。
病気への理解のため、冊子とリーフレットを各庁舎総合窓口課や公共施設に配置します。
ぜひご覧ください。

不活性化ポリオ集団接種を下記の日程で行います。料金は無料です。
接種日の7日前までに予約してください。

会　　場 検　診　日
東保健センター 12月13日（金）・14日（土）

江戸崎保健センター 12月19日（木）・20日（金）

検診項目などの詳細は「平成25年度稲敷市各種検診のお知らせ」をご覧ください。

集 団 接 種 日 程 受　付　時　間 会　　場

11月28日（木）
午後1時15分～1時30分 江戸崎保健センター

12月24日（火）

＜標準的な接種間隔＞
Ⅰ期初回接種：3～8週間の間隔において3回皮下に注射
Ⅱ期追加接種：Ⅰ期初回3回目終了後1年から1年半の間に1回
・生ポリオワクチンで予防接種を受けた回数が1回の方は、不活性化ポリオワクチン（注射）を3回接種する必要があります。
※ 個別接種でも受けることができます。料金は無料です。

（実施医療機関は3月配布のすくすくカレンダーをご覧ください。）



生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

 

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

広報稲敷 平成25年11月号　2829　広報稲敷 平成25年11月号

稲敷市学校地域防災力強化講演会のお知らせ

日本スポーツ少年団顕彰事業表彰指導者

地域と学校が連携し、地域の課題に応
じた防災教育を実施することにより、
災害から子どもを守る学校と地域の防
災力を強化するために講演会を開催し
ます。テーマは（仮）「地域と連携した防
災教育について」です。

日本スポーツ少年団顕彰事業の表彰楯
授与式が9月14日につくば市で行われ
ました。市からは稲敷市スポーツ少年
団顧問の根本光起氏が表彰指導者とし
て受賞されました。根本光起氏は、昭和

　詳しくは、各園・学校からの連絡と市
広報回覧をご覧ください。
▽日時：12月14日（土）午前10時～
11時30分　▽会場：江戸崎公民館　
▽講師：坂井知志 氏（常磐大学コミュ
ニテイ振興学部教授）

38年より空手道、昭和54年よりミニ
バスケットボールの指導を行い、現在
に至るまで、スポーツ少年団の指導・育
成に貢献し、顕著な功績が認められた
ものです。

平成25年度「いなしき・るーむ」講座生募集！

▽申込期限：11月29日（金）まで　▽
生涯学習課へ電話でお申し込みくださ
い。午前8時30分～午後5時（土日・
祝日を除く）　

※ 定員を超えた場合は抽選となりま
す。申込みが少ない講座は開講できな
い場合があります。結果は後日通知い
たします。

▽申し込み・問合せ先：生涯学習課
☎ 029-892-2000（内線 3705）　
ＦＡＸ：0297-87-5306

講座名／講師 対象 開催会場 開催日・時間 内容 教材費等

プリザーブド
フラワー
／木村泰子

小学生～成人 江戸崎公民館
1 ／ 12、19、25
2 ／ 1、9、22
3 ／ 1、9、16、22
※ 午後2時～3時３０分

長期保存できるプリザーブド
フラワーで楽しくレッスンし
ましょう！初心者大歓迎！

1回につき
2,000～2,500円

プリザーブド
フラワーアレ
ンジメント
／西尾恵子

幼児～成人 新利根公民館
1 ／ 15、29
2 ／ 12、26
3 ／ 12、26
※ 午前10時～正午

四季に応じたアレンジメント
をつくります。
1日単位の単発参加もＯＫで
す。

1回につき
2,500円

新刊図書
「傷」堂場瞬一、「革命の終焉」佐藤賢一、
「曽野綾子の人生相談」曽野綾子、「お
伊勢ものがたり」梶ようこ、「罪人を召
し出せ」ヒラリーマンテル、「十一月に
死んだ悪魔」愛川晶、「ブラックライ
ダー」東山彰良、「コンチェルト・ダス
ト」中里友香、ほか

新着DVD
「おしゃれキャット」、「カーズ」、「シン
デレラ」、「スペース・レンジャー バズ
ライトイヤー／帝王ザーグを倒せ！」、

「バンビ」、「うさぎとかめ」、「とってお
きの物語／みにくいあひるの子」、「ジ
ブリの風景／宮崎作品が描いた日本」

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、1日（金）、2日（土）、3
日（日）、5日（火）、23日（土）、26日（火）
新利根・桜川公民館図書室
毎週月曜日、1日（金）、2日（土）
3日（日）、5日（火）、23日（土）
■開館（室）時間：午前9時～午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時～午後7時

図書カレンダー  11月

映画会　〜11月分〜
▽上映時刻：午後2時～　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■はたらく車総集編1 ／きんきゅう
じどうしゃ こうそく道路の車たち

（48分）
▽上映日：9日（土）・10日（日）　
■99歳の詩人柴田トヨ／心を救う言
葉（42分）
▽上映日：16日（土）・17日（日）
■ナイトメアー・ビフォア・クリスマ
ス（76分）
▽上映日：30日（土）・12月1日（日）

おはなし会
ボランティアの方が紙芝居や大型絵本
を読んでくれます。
●日時：11月9日（土）・13日（水）　
午前11時30分～　▽エプロンシア
ター「おむすびころりん」、大型絵本「と
べバッタ」、ほか
●日時：11月24日（日）　午前10時
30分～　▽絵本「おかあさんとこど
も」、「かいじゅうたちのいるところ」、
ほか

新刊図書（写真左から）

「偸盗の夜」
澤田ふじ子（中央公論新社）

「ゼツメツ少年」
重松清（新潮社）

「去年の冬、きみと別れ」
中村文則（幻冬舍）

市立図書館

今月の展示
“読書嫌いでも読みたくなるお勧めの本”
　秋と言ったら、やはり“読書の秋”
　木々も色づきはじめ、本を開くには
心地よい季節となりました。本を読む
ことはいろいろな面で自分を大きく成
長させ、お金では買うことのできない
貴重な財産を与えてくれます。普段読
書は苦手という方も、秋の到来を機に
本を手にしてみませんか。
　図書館では、どなたでも気軽に読め
るお勧めの本を紹介します。読書の楽
しさ、素晴らしさをぜひ味わってくだ
さい。
　まだ図書館を利用したことがない方
もぜひご来館ください。

リサイクルブックフェアを開催
します！
11月2日（土）・3日（日）午前9時〜
詳しくは「広報稲敷10月号」をご覧く
ださい。
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し
た
。秋
は

様
々
な
催
し
物
が
数
多
く
開
催
さ
れ
る
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。

　

20
年
ほ
ど
前
と
比
べ
ま
す
と
今
日
で
は
、
国

立
や
県
立
な
ど
の
ほ
か
、
市
町
村
立
の
博
物
館

や
資
料
館
が
大
分
増
え
て
い
ま
す
。県
内
を
見

ま
し
て
も
多
く
の
自
治
体
に
こ
れ
ら
の
施
設
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
切
に
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。各
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

の
館
で
は
、
そ
の
地
域
の
特
色
や「
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
外
に
、
よ
り
明
確
に

伝
え
よ
う
と
日
々
努
力
し
、
独
創
的
な
展
示
や

体
験
講
座
な
ど
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
展
示
案
内
は
、
当
館
に
掲
示
し
て
い

ま
す
各
館
の
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
ポ

ス
タ
ー
か
ら
も
、
本
当
に
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。当
館
を
楽
し
む
方
法
の
一
つ
と
致
し
ま
し

て
、
他
所
の
館
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
様
々
な

催
し
物
の
情
報
を
得
る
、
と
い
う
の
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。当
館
に
ご
来
館
の
機
会
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
室
外
側
の
壁
面
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
し
て
他
所
の
館
に
お
出
か
け
の
際
、
県

内
の
歴
史
民
俗
資
料
館
連
絡
協
議
会
所
属
館
で

は
、ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
５
館
ご
と
に
貰
え
る
景
品

を
楽
し
み
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
を
歩
か
れ
る
の

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ど
の
仏
教
関
連
資
料
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
稲
敷
市

の
発
足
時
に
、
新
し
く
生
ま
れ
た「
ふ
る
さ
と
」、

稲
敷
市
を
良
く
知
る
た
め
に
市
内
の
全
域
を
踏

査
す
る
こ
と
を
企
図
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
際

に
幾
つ
か
考
え
ら
れ
ま
し
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、

ど
の
地
域
に
も
存
在
し
て
お
り
、
地
域
の
歴
史

や
人
々
と
深
い
結
び
つ
き
の
あ
る
も
の
と
致
し

ま
し
て「
仏
教
」を
選
び
ま
し
た
。と
い
い
ま
す

の
も
、
仏
像
や
経
典
は
、
そ
れ
自
身
が
信
仰
の

対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
場
合
が
多
く
、
古
文
書
な
ど
の
文
字
記

録
の
少
な
い
中
世
以
前
の
地
域
の
歴
史
を
知
る

上
で
も
、
多
く
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
、
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

平
成
19
年
9
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
桜
川

地
区
仏
教
遺
宝
展
の
終
了
後
、
新
利
根
地
区
の

仏
像
や
古
文
書
な
ど
の
寺
院
調
査
を
、
平
成
21

〜
23
年
度
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。調
査
員
の

方
々
や
各
寺
院
・
総
代
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
平
成
24
年
3
月

に
は
、『
稲
敷
の
仏
像
・
寺
院
調
査
報
告
②
』（
新

利
根
地
区
の
仏
像
・
寺
院
調
査
報
告
書
）
を
刊

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
報
告
書
の

内
容
や
、『
広
報
し
ん
と
ね
』か
ら
拾
い
集
め
た

郷
土
の
伝
承
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

　

さ
て
、
タ
イ
ト
ル
に
に
も
ご
ざ
い
ま
す
よ
う

に
、今
回
は
企
画
展「
御
仏
の
か
た
ち
Ⅲ-

稲
敷

市
新
利
根
地
区
仏
教
遺
宝
展-

」
と
い
た
し
ま

し
て
、
新
利
根
地
区
の
仏
像
や
仏
具
・
経
典
な △不動明王立像 △二十八部衆立像の一つ

△妙法蓮華経等十巻（県指定文化財）△称蓮社一誉順西坐像

仲
秋
に
な
り
て
も
秋
は
暑
か
り
し 

坂
本
美
園（
戸
張
）

葛
の
花
ひ
と
つ
の
道
は
山
に
入
る 

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

コ
オ
ロ
ギ
の
競
い
て
鳴
け
る
夕
べ
か
な 

中
條
や
い
子（
大
宿
）

閉
め
忘
る
朝
の
窓
辺
に
小
鳥
来
る 

石
井
忠（
橋
向
）

木
の
実
落
つ
白
馬
の
像
の
足
元
に 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

寝
そ
べ
れ
ば
秋
雲
仲
良
く
流
れ
行
く 

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

秋
の
蝶
風
の
余
韻
を
は
こ
び
け
り 

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

四
十
朱
雀
確
か
に
声
は
あ
の
繁
み 

岡
村
敏
子（
新
山
）

隣
家
ま
で
伸
び
し
枝
先
か
り
ん
の
実 

宮
本
芳
子（
切
通
）

気
を
つ
け
て
い
て
も
傷
つ
く
金
葎 

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

今
日
の
こ
と
遺
影
に
語
る
秋
探
し 

根
本
京
子（
高
田
）

蝉
時
雨
少
年
力
士
犬
連
れ
て 

青
木
啓
泰（
本
宿
）

秋
晴
れ
の
昨
日
と
違
う
雲
ゆ
ら
り 

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

颱
風
の
刻
一
刻
に
息
を
呑
み 

細
川
悦
子（
荒
宿
）

望
郷
の
空
へ
延
び
ゆ
く
鰯
雲 

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

暫
く
は
籾
焼
く
煙
匂
い
来
る 

山
崎
幸
子（
浮
島
）

秋
風
や
薬
袋
が
メ
モ
代
り 

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

芋
の
葉
に
露
と
露
と
が
踊
り
を
り 

高
柳
幸
子（
古
渡
）

部
屋
抜
け
る
風
の
に
は
か
に
秋
め
き
て 

富
元
禮
子（
古
渡
）

寝
返
り
を
打
て
ば
虫
の
音
近
く
あ
り 

小
貫
和
子（
浮
島
）

畦
草
を
き
れ
い
に
刈
り
て
稲
刈
り
て 

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

飛
機
降
り
て
い
ま
だ
酷
暑
と
悟
り
け
り 

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

大
嵐
去
り
た
る
庭
に
新し
ん
ち
じ
り

松
子 

高
須
湖
城（
浮
島
）

午
前
二
時
襁む
つ
き褓
取
替
え
看
護
師
は
お
休
み
な
さ
い
と
肩
叩
き
ゆ
く 

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
吹
き
鳴
ら
し
つ
つ
台
風
は
風
雨
激
し
く
雨
戸
打
ち
ゆ
く 

坂
本
緑（
鳩
崎
）

稲
刈
り
に
賑
わ
い
た
る
日
も
遠
く
い
ま
機
械
一
つ
が
田
を
ゆ
く
淋
し
き 

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

東
京
五
輪
ま
で
の
七
年
諦
め
ず
に
九
十
二
歳
吾
が
生
き
め
や
も 
根
本
正
直（
門
前
）

曾
孫
と
十
五
夜
の
月
眺
め
居
り
静
か
に
鳴
け
る
虫
の
音
聞
き
つ 
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

お
ぢ
ち
ゃ
ん
は
何
ん
に
も
い
わ
ず
つ
ま
ら
ぬ
と
曾
孫
は
ぼ
や
く
亡
き
お
ぢ
ち
ゃ
ん
に 

松
本
静
子（
西
町
）

ず
っ
し
り
と
大
玉
西
瓜
手
に
取
り
ぬ
種
蒔
き
し
よ
り
丸
四よ
つ
き月
経
て 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

台
風
の
叩
く
激
し
き
過
ぎ
た
れ
ば
さ
ら
り
と
な
で
る
風
が
秋
呼
ぶ 

山
本
彰
治（
高
田
）

悩
み
な
ど
持
た
ぬ
顔
し
た
若
者
は
し
ぶ
き
舞
い
上
げ
湖
面
走
ら
す 

財
部
睦
美（
光
葉
）

畑
近
く
休
息
す
れ
ば
橋
脚
に
水
の
流
れ
る
涼
や
か
な
音 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

弟
の
遺
影
を
抱
く
わ
が
胸
を
盆
の
陽
つ
よ
く
照
り
つ
け
や
ま
ぬ 

篠
田
す
い（
下
太
田
）

色
づ
き
し
柿
の
一
枝
手
折
り
き
て
秋
の
深
ま
り
一ひ
と
し
お入
覚
ゆ 

椎
木
道
代（
柴
崎
）

朝
風
呂
に
身
を
ゆ
だ
ね
つ
ゝ
窓
の
外
見
あ
ぐ
れ
ば
明
星
ま
た
た
き
て
を
り 

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

よ
う
や
く
に
菜
を
蒔
き
終
え
て
腰
下
す
畑
の
夕
暮
こ
お
ろ
ぎ
の
声 

川
村
と
み（
堀
川
）

息こ

が
居
た
と
言
う
だ
け
な
の
に
宮
崎
の
切
り
干
し
大
根
な
ぜ
か
手
が
出
る 

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

草
刈
り
の
エ
ン
ジ
ン
止
め
て
見
上
げ
れ
ば
あ
か
ね
の
空
に
し
ば
し
安
ら
ぐ 

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

提
灯
の
明
り
に
も
ど
る
祖
の
み
魂
今
宵
車
に
戸
惑
い
せ
ぬ
か 

柴
崎
文
子（
町
田
）

盆
の
夜
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
佛
ら
も
孫
子
ら
の
声
に
ぎ
や
か
な
れ
ば 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

蛍
光
灯
の
紐
を
年
ご
と
継
ぎ
足
し
て
わ
れ
八
十
余
年
を
ふ
と
く
生
き
た
り 

小
泉
實（
福
田
）

戦
死
せ
し
兄
の
分
ま
で
長
生
き
し
今
年
も
盆
の
迎
へ
火
を
炊
く 

板
橋
道
子（
福
田
）

猛
暑
の
日
じ
つ
と
動
か
ず
こ
も
り
居
を
つ
づ
く
る
間
に
も
稲
田
色
づ
く 

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

ぽ
つ
か
り
と
開
け
た
は
に
わ
の
口
許
は
な
に
を
歌
う
や
降
る
蟬
し
ぐ
れ 

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

漬
け
て
よ
し
汁
の
具
に
よ
し
焼
い
て
よ
し
朝
に
捥
ぎ
し
茄
子
に
乾
杯 

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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広報稲敷　11月号　　発行日：平成25年10月25日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
 tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HPhttp:// www.city.inashiki.lg.jp/

1

4

　海老原さんの夏の一日
ブルーベリーの成長記 0

1213

睡眠

収穫

起床

昼寝
昼食

収穫

梱包

5
4

816

自由
時間19

梱包

　今日のおもしろい人

　直売所などでよく質問される
ため、ブルーベリーについては
日々勉強中！実際にどんなこと
を聞いてもすぐに答えが返って
きてさすがでした。

ピートモス まだ、早い‼ 元気がないよ よし、今からだ。

３年目

まだ、日本に

慣れてない。

　稲四季弁当プロジェクト、第4回目の取材は6月23日に新利根地区にある海老原さん
のブルーベリー農園に行ってきました。ちょうどブルーベリーの旬だったため、木には
沢山の実がなっていました。ブルーベリーは6月上旬から9月末日まで、毎日収穫でき
るそうで、収穫方法は一粒一粒手摘み。
　また、ブルーベリーは植えた後の世話は基本的にあまり必要ありませんが、注意しな
ければいけない点が2つ。1つ目はブルーベリーはアメリカが原産国なので、日本の土
では育てられないこと。なので、根が日本の土になれるまで、ピートモスという特殊な土
を使います。もう1つは植えてから3年間は収穫しないこと。3年が経つ前に収穫して
しまうと実に栄養をとられ、木の成長に影響を及ぼします。
　ブルーベリーもやはり天災が大敵。毎年、台風や強風で枝が折れ、全体の1/5はダメに
なってしまうそうです。また、狸や鳥にブルーベリーを食べられることもしょっちゅう
だとか。そのような話も笑いながらして下さったことに、農家の方々のパワフルさを改
めて感じました。

1. いつも元気なマンマ・ミーアのお母
さんたち。 2. 山盛りのお手製ジャム
とパンのおしゃれな一食。 3. 熟した
ブルーベリー。 4. 海老原さんのブル
ーベリー講義。 5. 靴を汚さないため
のビニル袋対策。

稲四季通信 ＃04 “ 海老原さん家のブルーベリー ”
リポーター：筑波大学 芸術専門学群１年　当田　亜利
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